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特集
意識して予防する ２型糖尿病

市民に信頼され、安全で質の
高い医療を提供します基 本 理 念

「看護の日」のポスター展示を行いました
今年は「思いやりと優しさを大切にしています」がテーマです



　糖尿病という病気は、一言で表現
するならば“インスリンの作用不足”
です。インスリンは膵

すい
臓
ぞう
から分泌さ

れ、血糖を下げることができる唯一
のホルモンであり、食事などで上昇
する血糖を一定の範囲に調整してい
ます。しかし、そのインスリンが充分
に作用しなくなると正常な血糖が保
てず、様々な問題を引き起こします。
　インスリンの作用不足には２種類
あり、インスリンそのものが絶対的
に不足する『1型』と、分泌されたイン
スリンに対し身体が抵抗性を持ち充
分に効果が出ない『2型』に分類され
ます。1型糖尿病は、不足するインス
リンを注射で補う治療法が主となり
ます。２型糖尿病は、過食や肥満、運
動不足などが原因となることが多い
ため、まず生活習慣の見直しが治療
の中心になります。

　また、糖尿病は『血管病』とも言わ
れます。血管が長期間高血糖にさら
され傷むことによって、様々な合併
症を引き起こします。末梢神経障害
（手足の痺れなど）、網膜症（視力低
下・失明）、腎症（腎機能障害）といっ
た細い血管の合併症のほか、動脈硬
化の促進因子にもなり、結果として
心血管、脳血管疾患などを引き起こ
す危険も高まります。
　「それならば自分で頑張って治療
すればいい」と、言うのは簡単です
が、これを難しくするのが“自覚症状
の少なさ”です。人は「痛い」「苦しい」
「辛い」といった症状がある病気は、
なんとかして治そうとすると思いま
すが、症状の乏しい糖尿病は、自分の
身体の中の変化を自覚することは難
しいため、モチベーションを上げる
ことがとても難しいのです。

　現在の日本では、成人の4人に１人
は糖尿病、もしくはその予備軍と言
われています。ですから、糖尿病と共
に生活している方はとても多く、身
体の状態はもちろん、生活の状況や
価値観は、ひとりひとり異なります。
あらゆる方が糖尿病について理解
し、今の身体の状態を悪化させるこ
となく、安心して日々の生活を送る
ことができるよう支援することが大
事です。そのために当院では、医師、
看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検
査技師、歯科衛生士、事務職員で糖尿
病教育チームを編成し、それぞれが
専門性を活かして協力し合いなが
ら、糖尿病の方たちをサポートして
います。

　毎年11月14日は世界糖尿病デー
で、世界中のあらゆる場所が、糖尿病
と闘うキャンペーンのシンボルカ
ラーである“ブルー”に染まります。当
院でも、屋上や正面玄関のブルーラ
イトアップを行っています。また、そ
の時期に合わせて、糖尿病の正しい
知識や予防の大切さを知っていただ
く目的で、2008年から市民公開講座
を開催しています。2023年は、当院
の医師による健康相談や栄養士によ
る食事相談、血糖測定や血圧測定、
フットケアなど、体験コーナーを中
心に行いました。今年は川口市市産
品フェア2024に出張し、院外で市民
公開講座を開催することになりまし
た。皆さん、ぜひご参加ください。

2023年市民公開講座（川口市立医療センター講堂）

ブルーライトアップ（正面玄関）

ブルーライトアップ（屋上）

糖尿病市民公開講座 （川口市市産品フェア2024にて開催）

意識して予防する　２型糖尿病
～市民公開講座に参加してみませんか？～

 会　場  川口オートレース場内イベントホール（川口市青木5-21-1）
 日　時  2024 年 10月27日（日）10～ 12時

【ものづくり、健康づくり、元気なまち川口】～意識して予防しよう生活習慣病～



専門・認定看護師による
出張勉強会

　訪問看護ステーションとオンラインで勉強会を開催しました。
 「小児在宅医療」について
　医療的ケア児をもっと受け入れていくために「大人と子供の違い」「子供の気管切開に
ついて」の勉強会の希望がありました。内容としては、「小児在宅医療と家族を取り巻く
背景」「医療的ケア児とは」「在宅医療における大人と子供の違い」「子供の気管切開管
理」について、具体的にお話ししました。

老人看護専門看護師

新生児集中ケア認定看護師

今回は、老人看護専門看護師と新生児集中
ケア認定看護師が出張勉強会に行ってきました

２つのグループホームに出向き、それぞれ２つのテーマで勉強会を開催しました。
①「認知症高齢者の急変対応」について
生じやすい疾患として、肺炎、骨折、脳梗塞、心不全を例に、異常時の早期発見のポイ
ントや、一次救命処置についてお話ししました。
②「認知症高齢者の身体拘束」について
認知症の症状の特徴から、医療機関では身体拘束が行われていることに触れ、身体拘
束の定義や具体的な行為、身体拘束の弊害、身体拘束以外の代替援助方法について
お話ししました。

　施設からは、救急車を呼ぶタイミングや、認知症の症状が著しい時などの対応に、困難さを感じてい
るというお話しを伺いました。認知症高齢者の方のケアで重要なことは、本人の意志を尊重して「その
人らしさ」を大切にすることです。「あれ？いつもと違うぞ」という、普段の様子と違う変化を捉えること
が必要であり、そのためには毎日の生活援助での関わりが大切なことをお話ししました。
　今後も、認知症高齢者の方への声のかけ方や、救急時の対応等についても、定期的に勉強会を開き
たいというご要望もありましたので、また機会があれば連携していきたいと考えています。

　今回の勉強会を通して、改めて医療資源や子どもの在宅医療に関する思いを、訪問看護ステーショ
ンの方と共有する良い機会となりました。生活の場としての在宅医療の実際について学びを深めるた
めにも、今後も連携していきたいと考えています。



  

 
 

就任のごあいさつ

就任挨拶全文はこちら

　令和6年6月1日付で奥ノ木信夫川口市長より、病院事業管理
者の任を命ぜられました國本聡でございます。
　私は、平成28年4月より当院に副院長として着任し、また、循
環器内科医として診療に携わり、平成29年4月からは院長に就
任し、院務に注力して参りました。
　今後は、病院事業管理者として、大塚前管理者及び諸先輩の

意思を継ぎ、新たに就任した中林院長以下のスタッフと共に、更なる当院の発展
に向けて尽力して参ります。
　埼玉県南部保健医療圏の基幹病院として、また、地域医療支援病院としての役
割を果たすとともに、持続可能な病院経営を堅持し、職員一丸となって、医療の質
向上と経営改善に取り組み、その使命を果たしていく所存です。

川口市病院事業管理者　國本　聡

　令和6年6月1日付で院長に就任した中林幸夫でございます。
　私は、平成16年に当院に外科医として着任以来、消化器外科
を専門として医療の現場で従事して参りました。平成25年から
は外科部長など診療科長としてチームを牽引して参りました
が、これからは院長として診療体制の統括的立場から院務に取
り組んで参ります。

　当院では令和５年度に手術支援ロボットを導入しました。手術治療に関する質
と安全性の向上を求めるとともに、高度な医療をさらに提供できるよう努めて参
ります。
　また、緩和ケア科を開設し、患者様だけでなくご家族が直面する様々な問題を
早期に見つけ、その人らしい生活が送れるように支援させていただいております。
　引き続き地域の皆さまに信頼され、すべての職員が働き甲斐のある病院づくり
に努めて参ります。

院 長　中林　幸夫



メッセージボックス　～みなさまからのご意見箱～
お寄せいただいた感謝の声、ご意見等を抜粋して掲載いたします。

川口市立医療センター

発行責任者　川口市立医療センター　病院事業管理者
編　　　集　広報委員会

 

〒333-0833　川口市西新井宿180　TEL 048-287-2525（代表）

川口駅東口（8番）発
川口市立医療センター経由 新井宿駅行
西川口駅東口（1番）発
川口市立医療センター経由 新井宿駅行

蕨駅東口（1番）発
川口市立医療センター経由 新井宿駅行
赤羽駅東口（6番）発
新井宿駅経由 川口市立医療センター行

みんななかまバス

バス案内（国際興業バス）

循環バス（川口市コミュニティバス） 埼玉高速鉄道をご利用の方は
埼玉高速鉄道 新井宿駅から徒歩10分

駐車場のご案内
駐車料金　4時間まで200円（その後1時間ごとに100円）　
総合受付の「5」会計受付にてパーキングカードを販売しております。
（1,000円券・3,000円券）
駐車台数　約600台収容

2024年9月発行

ホームページ
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専門的な治療や
特殊な検査 日常的な診察

重症

治療後

紹介

紹介

地域医療の仕組み川口市立医療センター

医療センター
（地域医療支援病院）

お近くの診療所など
（かかりつけ医）
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患者さんからのご要望
　検査結果待ちや、診察が混んでいるときなどは、待合室
から離れた場所で待ちたいのですが、離れた場所でも順番
待ちがわかるシステムを導入していただきたいです。待合
以外の場所にモニターの設置や、順番待ちアプリの導入な
ど、別の場所で待てる仕組みが欲しいです。
（病院からの回答）
　大変お待たせして申し訳ありません。待ち時間の短縮は
当院の喫緊の課題であり、診察の順番を示すモニターの表
示方法やアプリの導入など、解決策を検討中でございます。
院内でお待ちいただく環境整備に努めてまいります。

患者さんからの感謝の声
　看護師さんの対応に感謝でいっぱいです。とても優秀な
看護師さんばかりで驚きました。夜遅く地震が起きた時の
対応もしっかりされていました。ありがとうございました。

（病院からの回答）
　メッセージカードへご投函いただきありがとうございま
す。また、看護師の対応を高く評価していただきありがとう
ございます。当院では年に数回にもわたり、有事の際の訓
練を実施しており、その訓練の成果だと考えております。今
後も安全な環境が提供できますように努めてまいります。

患者さんからのご要望
　消化器外科の病棟なのにオストメイトトイレがなくて入院
中とても不便でした。ぜひ、4B病棟にオストメイトトイレを設
置してほしいです。

（病院からの回答）
　メッセージボックスにご投函頂き、ありがとうございます。
患者さんに不快な思いをさせてしまい大変申し訳ございま
せん。オストメイトトイレの設置は、建物の構成上、改修が難
しく設置できない状況です。申し訳ございませんが、何卒ご
理解賜りたく、よろしくお願い申し上げます。


